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●斉	 	 唱 
 
国歌「君が代」 
ロータリーソング「奉仕の理想」 
  
●四つのテスト唱和 
 
●本日のメニュー  
	 和風弁当	 大正館 
 
●本日のお客様  
	 第２７６０地区ポリオ・プラス委員会 委員長	 横井	 定様 
	 米山記念奨学生	 マルティネス	 リベラ，リリアナ様 
   
	 	 会 長 挨 拶  
 
	 この度、秋の叙勲において、杉浦勝典さんが旭日小綬章を

受章されました。これまでの業界の発展に尽力されました功績

によるものだと心より敬意を表します。おめでとうございます。	 

	 さて、１１月はロータリー財団月間です。本日は新しいロー

タリー財団について地区ポリオ・プラス委員会委員長の横井さん

より卓話をお願いしております。	 

	 ロータリー財団の使命は、ロータリアンが人々の健康状態を改善し、教育への支援を高め、

貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすることです。	 

	 ロータリー財団は２０１７年に創立１００周年を迎えるにあたり、財団が奉仕の第二世紀

に向けてプログラムを大きく変更し、未来の夢計画としてスタートしました。	 

	 ロータリーの奉仕活動の柱でもあります。人道的奉仕活動を理解する機会となれば幸いで

す。	 
	 

第２７１０回例会 平成２６年１１月５日(水) 

石橋嘉彦会長 



※三週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。  

	 	 幹 事 報 告  
 
	 本日は５点ほどご報告させて頂きます。 
・	 他クラブの例会変更などはございません。 
・	 ガバナー月信１１月号掲載のお知らせが届いております。幹

事報告書の URL、あるいは受付に一部印刷してございますの
で、ご覧下さい。 

・	 RI 理事の北誠治様より、RI 会長、ゲイリーC.K.ホァン様を迎えての、「ジャパン・ロー
タリーデーⅡ in 東京」開催のお知らせが届いております。２７６０地区開催の WFF の
最終日の１１月３日をジャパン・ロータリーデーと位置づけられまして、日本の全地区か

ら多くのロータリアンの参加がございました。碧南からも多数の方にご参加頂きまして、

誠にありがとうございました。ゲイリーC.K.ホァン RI 会長は、日本での開催に大きな期
待を寄せておられましたが、１１月３日はロータリーの国連デーと重なり、当日は来日で

きず、会長の期待にお応えすべく、ジャパン・ロータリーデー パート２を企画致しまし
た。日時につきましては、２０１５年２月４日水曜日の午後２時から、ホテルグランパシ

フィック LE DAIBA でございます。今回初めての試みという事で、多くの皆様のご参加
をお待ちしておりますので、参加ご希望の方は、事務局までお申し出下さい。 

・	 １１月９日の日曜日ですが、碧南臨海体育館におきまして開催されます、ふれあいフェス

ティバルにて、「ロータリーデー in 碧南」と題しまして、ロータリーデーを開催させて
頂きます。時間は、９時半より午後３時半までで、場所は臨海体育館２階のアリーナでご

ざいます。メーキャップもして頂けますので、お時間のある方はぜひお運び下さい。ポリ

オ・プラスや植樹等の PRも兼ねており、ポスターも作成致しました。色んな場所へ貼ら
せて頂き PRをさせて頂きますので、よろしくお願い致します。 

・	 例会終了後、第５回理事会を２０１号室にて開催致します。理事、役員の皆様はお集まり

下さいますよう、お願い致します。 
  
	  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 
＜ニコボックス委員会＞ 
第２７６０地区ポリオ・プラス委員会 委員長	 横井	 定様 
  歴史ある碧南ＲＣ様でロータリー財団の卓話をさせて頂けて感謝申し上

	 総会員数 69名 (内出席免除者 17名の内出席者 12名)出席者 52名 

	 出席対象者	 52／64名 	 	 出	 席	 率	 	 	 	 81.25％ 

	 欠席者 17名(病欠者 0名) 	 	 前々回修正出席率	 100％ 

伊藤正幸幹事 



げます。 
石橋	 嘉彦君 杉浦勝典さんには秋の叙勲において、旭日小綬章受章おめでとうございま

す。 
伊藤	 正幸君 ＷＦＦ、たくさんの皆様にご参加いただき、ありがとうございました。 
加藤	 良邦君 １１月３日、毘沙門天秋大祭お陰様にて天候にも恵まれ、無事に終える事

が出来ました。深く感謝致します。 
杉浦	 勝典君 この度、秋の叙勲で旭日小綬章を受章しました。これひとえに多くの人々

のご支援のお陰と深く感謝致します。これからは微力でありますが努力し

て恩返しをしていきたいと思います。有難う御座います。 
石川	 春久君 本日の卓話の講師 横井定様、誠にありがとうございます。 
  平松太君、新美宗和君、黒田泰弘君、１１月２日名鉄ホールでのコンサー

ト大変お世話になりました。 
長田	 豊治君 １１月３日の毘沙門さん秋の大祭に合わせ、棚尾村まつりが無事に終わり

ました。皆様に感謝。 
奥田	 雪雄君 １１月３日毘沙門さんの大祭にて、棚尾の村まつりを無事行うことができ

ました。ありがとうございました。 
山中	 寛紀君 １１月１日（土）新美雅浩様に今年もお世話になり、今池ボトムラインの

ジャズコンに足を運ばせて頂きました。今回のコンサート大変素晴らしく、

感激して帰ってきました。 
新美	 雅浩君 山中寛紀様、鈴木健三様、粟津様、黒田泰弘様、清水俊行様、岡島晋一様、

お忙しい中を誠にありがとうございました。 
服部	 弘史君 一昨日、蓮成寺本堂落慶、宗祖親鸞聖人７５０回忌御遠忌法要の旅宿を当

家がおおせつかりました。３０名近くの僧侶の皆様に申経を行って頂き、

ありがたかったです。 
 
＜親睦活動委員会＞ 
会員誕生日 
２０日	 森田	 英治君	 	 ２７日	 奥田	 雪雄君	 	 ２９日	 竹中	 	 誠君	 

	 

奥様誕生日	 

	 ３日	 石川	 春久君の奥様	 	 美鈴様	 	 １５日	 苅谷	 賢治君の奥様	 	 益子様	 

１７日	 菅原	 	 優君の奥様	 	 恵子様	 	 ２０日	 木村	 徳雄君の奥様	 小百合様	 

２８日	 角谷	 	 修君の奥様	 	 由美様	 	 ２９日	 八馬	 宜久君の奥様	 	 仁美様	 

	 

結婚記念日	 

	 ２日	 森田	 英治君・明美様	 	 ５６年	 	 ３日	 寺尾	 正史君・広美様	 	 ２５年(銀婚)	 

	 ３日	 斉藤	 収男君・晴美様	 	 ２８年	 	 	 ５日	 木村	 克美君・由利子様	 ４６年	 

	 ５日	 杉浦	 保子君・義己様	 	 ３６年	 	 	 ８日	 新美	 雅浩君・美由紀様	 ２７年	 

１２日	 角谷	 	 修君・由美様	 	 １８年	 



	 

入会記念日 
	 ２日	 中根	 佑治君	 	 ４日	 植松	 敏樹君 
 

	 ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 
「改革	 〜新しいロータリー財団〜」  
第２７６０地区ポリオ・プラス委員会 委員長 
横井	 定様 
 
	 ５５周年という歴史ある碧南RCさんで財団の卓話をさせて頂
きます事を心より感謝申し上げます。また、昨日の WFF ではたくさんの方にご参加頂きま
して、そして、ポリオ撲滅募金にもご協力頂きましてありがとうございました。３日間で５

０万円を超す募金を頂きました。一般の皆様にも、ポリオ撲滅の大切さ、国際ロータリーが

ポリオ撲滅に参加しているという事を認識して頂く PR が出来たと思います。今後もよろし
くお願い致します。 
	 ロータリー財団の使命とは、教育の推進、きれいな水の提供、平和の構築、母子の健康支

援、地元経済への支援、疾病の予防、のための補助金を通じて、ロータリー財団の使命を果

たす事に多大な力を注いでおります。これは重点６分野に注力する事でございます。２００

７年から、健康、教育、貧困、世界理解、親善、平和の重点６分野を注力する事に変わりま

した。 
	 世界の喫緊の課題をリサーチし、財団の使命を見直し、「未来の夢計画」と称した改革を打

ち出しました。２０１３〜２０１４年度より、「未来の夢計画」が世界展開されました。特徴

として、選択と集中という事で、効果的かつ継続的な成果の上がるプロジェクトの推進を求

めるという事でございます。 
	 優先事項として、以下の事項がございます。 
１、すべてのプログラムを簡素化する事 
２、プログラムの成果も内容も夢計画に沿ったものにする事 
３、地区レベル、クラブレベルにおいてロータリー財団へよりいっそう参加し、自分達の財 
	 	 団と自覚する事 
 
	 「未来の夢計画」という改革で、変遷をご理解頂きたいと思います。	 

	 ２０１４〜２０１５年度のロータリー財団は以下の内容を目標として取り組んでいます。	 

１、ポリオ撲滅（２０１８年までに）	 

２、継続的な寄付を通じて、ロータリー独自かつ唯一の慈善事業を支援する	 

３、新しい補助金プログラムを通じて、効果的で接続可能な教育的・人道的プロジェクトを	 

	 	 実施	 

４、ロータリー平和センター・プログラムの推進と広報を通じて、世界理解、親善、平和を	 

	 	 育む	 

横井定様 



以上の事を目標としております。ロータリアンが奉仕のためにお金を出し、奉仕のためにお

金を使い、奉仕の充実のために基金の充実を！という事でございます。	 

	 ロータリー財団委員会は委員会が多くございます。	 

	 運営会議が月に一度あります。そして資金管理委員会、資金推進委員会、補助金委員会、

職業研修チーム委員会、財団奨学・学友・平和フェローシップ委員会、ポリオ・プラス委員

会がございます。	 

	 私も５年間在籍しておりますが、他の委員会の詳細は分からない状態でございます。	 

	 地区補助金の利用状況です。補助金の総額が、１８,２９５,０００円で、補助金申請額が、

１５,４３９,０００円で、申請クラブは５１クラブでございます。	 

	 グローバル補助金活用状況と致しまして、２０１４〜２０１５年度の現状申請クラブ数は

５クラブあります。事業終了が１クラブ、事業実施中が１クラブ、ロータリー財団から補助

金が拠出済みが１クラブ、クラブから補助金申請終了が１クラブ、事業企画中のクラブが数

クラブでございます。 
	 名古屋名東 RC が水プロジェクトをやりました。補助金の参加資格条件として、クラブは
全ての補助金事業開始年度に対し、１事業のみ申請可能でございます。地区の補助金関連と

しては、申請書の提出期間が当該年度の１月〜３月、事業の執行期間が当該年度の７月〜２

月末で、補助金申請上限額が１クラブ１００万円までとなっております。グローバル補助金

関連は、地区が補助する DDFから総額５万ドル以下でございます。 
	 地区補助金の NG集でございます。 
１、事業内容を勝手に変更しない事 
２、単なる寄付金事業や他団体が主催する事業に相乗りするだけの事業（要相談） 
３、補助金支給額に対し、クラブ拠出額が５０％未満 
４、最終報告書に添付する資料などの不備（領収書、記録写真など） 
５、補助金専用口座を設けず、資金使途が明確でない事業 
 
VTT（職業研修チーム）は、地域社会の人々の能力や技術を高める事を目的に、専門家チー
ムが海外に赴いて、知識、経験を活かして現地の専門家に技術指導を行ったり、あるいは指

導を受けるものです。各年度毎に、４地区に医療研修チームを派遣して参りました。昨年度

は３月にフィリピンのケソン市（３７８０地区）で腹腔鏡手術に関する医療研修を行って参

りました。予定以上の２１件のオペを行ってきました。今年度は「疾病予防と治療」という

テーマで、マレーシア、シンガポール、ブルネイとの VTTを計画中でございます。 
	 財団奨学・学友・平和フェローシップ委員会についてです。財団奨学金は海外の大学院に

て１、２年、最低３万ドル以上支給します。世界平和フェローシップは奨学金プログラム終

了後３年間の関連業種でのキャリアを終えてから申請します。財団学友会は財団奨学金プロ

グラムを終了すると入会義務があります。 
	 ロータリーポリオ撲滅への挑戦という事で、１９７９年にロータリーが初めてポリオプラ

スプロジェクトに携わりました。 
	 募金活動では「ポリオ撲滅・エンド・ゲーム戦略計画」や、国際ロータリーとビル・アン

ド・メリンダ・ゲイツ財団はポリオ撲滅活動を支援するパートナーシップの拡大を発表し、



「End Polio Now：歴史に１ページを刻もう」キャンペーンを行っております。これはロー
タリーがポリオ撲滅に寄せる寄付に対し、ゲイツ財団が２倍の額を上乗せする内容でありま

す。上限で各年３,５００万ドルまでとなります。 
	 ポリオの状況ですが、９月１６日現在で、パキスタンが１４５と突出しております。武装

勢力などの関係でポリオを打つのが難しいというのが現状です。他の国は減ってきておりま

す。常在国は、パキスタン、アフガニスタン、ナイジェリアでございます。 
	 啓蒙活動としては、「End Polio Noｗ」マークの建築物への透写という事で、日本で初めて
金沢城で透写がされました。銀座ではアドトレーラーが走りました。また、「紫色の小指」募

金プロジェクト、地域の祭りで紹介、クラブ事務局へ看板設置などを行っております。 
	 アドボカシー活動では、ポリオ撲滅の重要性を呼びかけ、支援者を増やし、政府を動かす

という事でございます。 
	 今年度のポリオプラス委員会活動は、ロータリー最優先プロジェクトのポリオ撲滅の重要

さを広報しております。WFF でも認識向上の宣伝を致しました。インド NID へ参加しまし
た。ポリオ撲滅はインドが世界で一番最後になると言われていましたが、大規模かつ継続的

な努力が実を結び、２０１１年１月１３日を最後に３年間ポリオ発症０でした。WHO から
もポリオフリーと認定されております。 
	 継続的な寄付を通じて、ロータリー独自かつ唯一の慈善事業を支援という事で、日本の目

標は一人１５０ドル、ポール・ハリス・ソサイエティ、地区 PHS コーディネーターの任命、
寄付ゼロクラブの解消、ロータリーカードの普及、恒久基金、大口寄付アドバイザーでござ

います。 
	 寄付金の平均は過去、１５０ドル弱できておりまして、昨年度が１５８ドルで過去最高で

したので、努力目標を１５０ドルとさせて頂いております。昨年度の碧南 RC 様の実績です
が、会員数が６３名に対し、寄付額が一人あたり１５４.１３ドルで、寄付総額が９,８１０ド
ルでした。ご協力、ご寄付に感謝申し上げます。 
	 ゴールドカードは年会費１０,８００円の内、３,０００円が財団に寄付されます。また、使
用金額の０.３％が財団に寄付され、ビジネスカード（法人カード）ができました。碧南 RC
様は、シルバー会員が５名おられます。 
	 ご静聴ありがとうございました。 
 
	 

	 

	 

	 

次回例会案内	 
	 

平成２６年１１月１９日（水）１８：００～  
於：碧南商工会議所  
卓話「幻のボルドーワイン」  
シニアワインエキスパート	 柳園佐智子氏  


